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1 概要 

 このドキュメントでは、DAボード出力のキャリブレーション方法をご説明します。 

 

 DAボード、および Signal Conditioningボードの個体差を吸収するには、実際に DA出

力をしてみて、それをデジタルメーターで観測しながら調整を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調整を行うには、RT-LABの Parameter Managerブロックを使用します. 

Parameter Managerは、モデル実行中に調整値の保存、および読み出しを行う事ができま

す。 

 

 

 

 

 

2 動作環境 

 このドキュメントは以下の環境を想定しています。 

RT-LAB  6.2、6.2.1 

MATLAB R11、R12、R12.1、R13 

RT-LAB ターゲットマシン 

DAボード、 

Signal Conditioning 

マルチメータ 

モデル 

DA出力 

電圧測定 

電圧調整 

調整情報 

（ターゲットマシン

内に保存される） 

DA出力の指示値 

Parameter Manager 

DA出力の調整値 

+ 
+ 

DA出力 
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3 Parameter Manager（概要） 

 Parameter Managerは以下の手順で使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 有効なデータを指定するのは、調整時のみです。いったん調整がすんでしまえば、次か

ら使用するときは調整後の値をそのまま使用することが出来ます。 

 

 

保存されたデータがない状態でとりあえず動作させる 

（０を出力） 

データを記録する。 

データを読み出す 

Parameter Manager
0 を出力 

有効なデータは 

まだなし DA調整 

Parameter Manager
0 を出力 

有効なデータを 

指定する DA調整 

Parameter Manager 有効なデータ
有効なデータを 

指定する DA調整 
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4 Parameter Manager（データ記録） 

 

 データの保存は、以下の３ステップで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの保存を 

行いたいので、 

数値「１」を 

入力する 

保存したい 

データを 

入力する 

（１）

（2） 

数値を 

０⇒１に 

立ち上げる 

（3） 

 

データを保存する 

ファイル名を指定する 

データを保存する 

変数名を指定する。 

MATファイルに保存す

る際には変数名が必須

です。保存されたデータ

は MATLAB から読む

ことも出来ます。 

入出力するデータの 

本数を指定する 
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5 Parameter Manager（データ読み込み） 

 

 データの読み込みは、以下の 2 ステップで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの読み 

込みを行いたい 

ので、数値「２」

を入力する 

（１）

数値を 

０⇒１に 

立ち上げる 

（2） 

 

データを保存する時の

設定と全く同じです。 

保存/読み込みで 

設定を変える必要は 

ありません。 

読み込まれた 

データが出力 

されます 


